
地ち

域い
き

の
特と

く

色し
ょ
く

と
文ぶ

ん

化か

人に
ん

形ぎ
ょ
う

町ち
ょ
う

〜
浜は

ま

町ち
ょ
う

〜
中な

か

洲ず

Ⓑビ
ー

エ
リ
ア

161160 161160

どこどこ??

あ、
これだね。

見
み

どころ案
あん

内
ない

いつもにぎやかな人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

商
しょう

店
てん

街
がい

、歴
れき

史
し

ある水
すい

天
てん

宮
ぐう

や明
めい

治
じ

座
ざ

、重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

の清
きよ

洲
す

橋
ばし

などなど。いろいろな雰
ふん

囲
い

気
き

が楽
たの

しめる。

いろいろあってもがんばった！ 美
うつく

しいすがたがじまん

中
なか

洲
ず

の名
めい

劇
げき

場
じょう

だった

このにぎわいは江
え

戸
ど

から続
つづ

く 腕
うで

利
き

きのお医
い

者
しゃ

様
さま

が
住
す

んでいた

元
げん

気
き

な赤
あか

ちゃんが生
う

まれますように！強
きょう

運
うん

、厄
やく

除
よ

けの神
かみ

様
さま

隅
すみ

田
だ

川
がわ

にかかる清
きよ

洲
す

橋
ばし

は、1928
年
ねん

につくられた。橋
はし

の名
な

前
まえ

は、
つくった当

とう

時
じ

の両
りょう

岸
ぎし

の町
ちょう

名
めい

（日
に

本
ほん

橋
ばし

区
く

中
なか

洲
ず

町
ちょう

と深
ふか

川
がわ

区
く

清
きよ

澄
すみ

町
ちょう

）から
それぞれ１字

じ

取
と

って名
な

づけられた。
ライン川

がわ

（ドイツ）にかかるつり
橋
ばし

を参
さん

考
こう

に設
せっ

計
けい

され、2007年
ねん

に国
くに

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

された。

明
めい

治
じ

座
ざ

（日
に

本
ほん

橋
ばし

浜
はま

町
ちょう

2-31-1） 清
きよ

洲
す

橋
ばし

〈国
くに

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〉（日
に

本
ほん

橋
ばし

中
なか

洲
ず

～江
こう

東
とう

区
く

清
きよ

澄
すみ

１）

　眞
ま さ ご

砂座
ざ

跡
あと

（日
に

本
ほん

橋
ばし

中
なか

洲
ず

5-1前
まえ

）

　人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

商
しょう

店
てん

街
がい

（日
に

本
ほん

橋
ばし

人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

1～3、日
に

本
ほん

橋
ばし

蛎
かき

殻
がら

町
ちょう

1～2） 　玄
げん

冶
や

店
だな

跡
あと

（日
に

本
ほん

橋
ばし

人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

3-8-2 先
さき

）

　水
すい

天
てん

宮
ぐう

 （日に本ほん橋ばし蛎かき殻がら町ちょう2-4-1）小
こ

網
あみ

神
じん

社
じゃ

（日
に

本
ほん

橋
ばし

小
こ

網
あみ

町
ちょう

16-23）

現
げん

在
ざい

の明
めい

治
じ

座
ざ

は1993年
ねん

に建
た

てなおされた。すぐとなりには浜
はま

町
ちょう

公
こう

園
えん

がある。

ライトアップされた清
きよ

洲
す

橋
ばし

。

おみくじはまゆをかたどっ
た入

い

れものに入
はい

っている。

にぎわっていたころの眞
ま さ ご

砂座
ざ

。

甘
あま

酒
ざけ

横
よこ

丁
ちょう

は、昔
むかし

、ここにあっ
た尾

お

張
わり

屋
や

という甘
あま

酒
ざけ

屋
や

が由
ゆ

来
らい

となっている。

今
いま

は石
せき

碑
ひ

しか残
のこ

されていない。いろいろな店
みせ

があって楽
たの

しい。

人
にん

形
ぎょう

焼
や

きはこの商
しょう

店
てん

街
がい

の
名
めい

物
ぶつ

だ。

商
しょう

店
てん

街
がい

沿
ぞ

いに、からくりやぐらが２基
き

置
お

かれ、
時
じ

間
かん

になるとからくり人
にん

形
ぎょう

が出
で

てくる。

※御
ご

三
さん

家
け

とは、家
いえ

康
やす

の子
こ

を祖
そ

先
せん

とする徳
とく

川
がわ

姓
せい

の大
だい

名
みょう

で、尾
お

張
わり

（尾
び

州
しゅう

）家
け

、紀
き

伊
い

（紀
き

州
しゅう

）家
け

、水
み

戸
と

家
け

の三
さん

家
け

をいう。

1873年
ねん

に日
に

本
ほん

橋
ばし

久
ひさ

松
まつ

町
ちょう

に誕
たん

生
じょう

した喜
き

昇
しょう

座
ざ

がはじまり。なん度
ど

も名
な

前
まえ

が変
か

わり、明
めい

治
じ

座
ざ

になったのは1893年
ねん

のこと。その前
ぜん

後
ご

にも場
ば

所
しょ

が変
か

わったり、火
か

事
じ

に５回
かい

もあったりしたが、そのたび
に立

た

ちなおった（→p.95）。

1893年
ねん

に中
なか

洲
ず

町
ちょう

に建
けん

設
せつ

さ
れ、明

めい

治
じ

後
こう

半
はん

から大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

の演
えん

劇
げき

史
し

上
じょう

に名
な

を残
のこ

すほど
の劇

げき

場
じょう

だった。 大
たい

正
しょう

にな
って新

しん

派
ぱ

劇
げき

を中
ちゅう

心
しん

に上
じょう

演
えん

したが時
じ

代
だい

に合
あ

わず、営
えい

業
ぎょう

状
じょう

況
きょう

も悪
わる

くなり、1907年
ねん

に閉
へい

鎖
さ

された。今
いま

は、マン
ションの前

まえ

にひっそりと碑
ひ

が残
のこ

されている。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

以
い

前
ぜん

の1466年
ねん

に建
た

てられたとされる。建
たて

物
もの

には、強
きょう

運
うん

、厄
やく

除
よ

けののぼり龍
りゅう

、おり龍
りゅう

の彫
ちょう

刻
こく

や、養
よう

老
ろう

の滝
たき

の彫
ちょう

刻
こく

がある。
「銭

ぜに

洗
あら

いの井
い

」で、お金
かね

を洗
あら

ってお財
さい

布
ふ

に入
い

れておくと、金
きん

運
うん

が
つくぞ！

「すごい家
いえ

柄
がら

だもん、
大
おお

屋
や

敷
しき

に住
す

んでいるよ」
「あっちもこっちも松

まつ

平
だいら

さん」 「祖
そ

先
せん

は、雅
みやび

な音
おん

楽
がく

家
か

」

このエリアにもたくさんの大
だい

名
みょう

屋
や

敷
しき

があった。その人
ひと

たちはどんな人
ひと

たちだったの
だろうか？　ほんの一

いち

部
ぶ

だが紹
しょう

介
かい

しよう。

中
ちゅう

央
おう

区
く

には大
だい

名
みょう

がたくさん住
す

んでいた

田
た

安
やす

家
け

は、徳
とく

川
がわ

氏
し

御
ご

三
さん

卿
きょう

（田
た

安
やす

家
け

、一
ひとつ

橋
ばし

家
け

、清
し

水
みず

家
け

）の１つだ。御
ご

三
さん

卿
きょう

とは徳
とく

川
がわ

家
け

が
絶
た

えないように将
しょう

軍
ぐん

職
しょく

につくことができる家
いえ

がら。昔
むかし

は、長
ちょう

男
なん

がその家
いえ

をつぐことが決
き

ま
っていたので、このような制

せい

度
ど

があった。田
た

安
やす

家
け

は、８代
だい

将
しょう

軍
ぐん

の吉
よし

宗
むね

の二
じ

男
なん

宗
むね

武
たけ

がはじまり。

松
まつ

平
だいら

家
け

は、三
み

河
かわの

国
くに

（現
げん

・愛
あい

知
ち

県
けん

）で栄
さか

えた
武
ぶ

士
し

の一
いち

族
ぞく

だ。将
しょう

軍
ぐん

となった家
いえ

、江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

以
い

前
ぜん

からあった家
いえ

、御
ご

三
さん

家
け

と親
しん

族
ぞく

の家
いえ

、将
しょう

軍
ぐん

か
らほうびとして松

まつ

平
だいら

の称
しょう

号
ごう

を与
あた

えられた家
いえ

な
ど、いろいろな家

か

系
けい

があり、江
え

戸
ど

にもたくさ
んいた。このエリアには「松

まつ

平
だいら

越
えっ

中
ちゅう

」「松
まつ

平
だいら

イヅ」
「松

まつ

平
だいら

イナバ」の文
も

字
じ

が見
み

える。「越
えっ

中
ちゅう

」「イヅ」
「イナバ」は、その家

か

系
けい

がもともと住
す

んでいた
土
と

地
ち

や役
やく

職
しょく

のよび名
な

だ。

酒
さか

井
い

家
け

の家
か

系
けい

もさまざまあり、このエリ
アにいたのは、祖

そ

先
せん

が雅
が

楽
がく

寮
りょう

（うたまいのつ
かさともよばれる）を取

と

り仕
し

切
き

っていた家
か

系
けい

。
実
じっ

際
さい

は小
お

浜
ばま

藩
はん

（現
げん

・福
ふく

井
い

県
けん

）のお殿
との

様
さま

だったが、
家
か

系
けい

からこうよばれていた。雅
が

楽
がく

寮
りょう

とは、古
こ

代
だい

宮
きゅう

廷
てい

音
おん

楽
がく

を演
えん

奏
そう

する人
ひと

々
びと

を養
よう

成
せい

する学
がっ

校
こう

のこと。雅
が

楽
がく

は奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

からあった伝
でん

統
とう

的
てき

な
日
に

本
ほん

音
おん

楽
がく

だ。地
ち

図
ず

には、「酒
さか

井
い

ウタ」の字
じ

が見
み

られる。

第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

のとき、空
くう

襲
しゅう

の被
ひ

害
がい

をあ
まり受

う

けなかったので、昔
むかし

の商
しょう

店
てん

街
がい

の雰
ふん

囲
い

気
き

がそのまま残
のこ

り、にぎわっている。
８月

がつ

はせともの市
いち

、10月
がつ

はてんてん祭
まつり

、
人
にん

形
ぎょう

市
いち

、11月
がつ

は酉
とり

の市
いち

などが行
おこな

われて
いる。

江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の名
めい

医
い

、岡
おか

本
もと

玄
げん

冶
や

が住
す

んでいた場
ば

所
しょ

。岡
おか

本
もと

家
け

は六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

に移
い

転
てん

したため、この屋
や

敷
しき

地
ち

に
は役

やく

者
しゃ

や芝
しば

居
い

関
かん

係
けい

者
しゃ

が多
おお

く住
す

み、
玄
げん

冶
や

店
だな

とよばれた。 そのあと、
歌
か

舞
ぶ

伎
き

でこの地
ち

が舞
ぶ

台
たい

となった
「切

き

られ与
よ

三
さぶ

郎
ろう

とお富
とみ

」の話
はなし

（『与
よ

話
わ

情
なさけ

浮
うき

名
なの

横
よこ

櫛
ぐし

』）で有
ゆう

名
めい

になった。

前
まえ

のページの

地
ち

図
ず

で名
な

前
まえ

を

探
さが

してみよう。

神
しん

前
ぜん

の結
けっ

婚
こん

式
しき

で、
演
えん

奏
そう

されるのも

雅
が

楽
がく

だよね。

もともとは久
く

留
る

米
め

（福
ふく

岡
おか

）にあり、芝
しば

赤
あか

羽
ば

（現
げん

・港
みなと

区
く

）の久
く

留
る

米
め

藩
はん

有
あり

馬
ま

邸
てい

内
ない

に分
わ

けてまつった。1871年
ねん

に赤
あか

坂
さか

に移
うつ

されたあと、翌
よく

年
ねん

蛎
かき

殻
がら

町
ちょう

の有
あり

馬
ま

邸
てい

に置
お

かれた。もとも
と水

すい

難
なん

厄
やく

除
よ

けの神
かみ

様
さま

だったが、現
げん

在
ざい

では安
あん

産
ざん

の守
まも

り神
がみ

で知
し

られる。

１代
だい

家
いえ

康
やす

３代
だい

家
いえ

光
みつ

４代
だい

家
いえ

綱
つな

８代
だい

吉
よし

宗
むね

８代
だい

・吉
よし

宗
むね

の二
じ

男
なん

宗
むね

武
たけ

は、初
しょ

代
だい

田
た

安
やす

家
け

となった。歌
か

人
じん

でもあった。

２代
だい

秀
ひで

忠
ただ


